































































































































































































） 。発句評点（伊道点。題「芒」 「鹿」 、稲城・士朗・
羅城・岱青・古仏・入素・紀鳳ら） 、羅城ら宛士朗書簡三通（八日付、六月六日付、十一月十六日付）である（縦一六・五糎×横六六〇・二
― 227 ―



































なお、 『新幽蘭集』 （文化十三年序、曽洛編）に、 『風羅念仏』関係の連句で、 「東武篇」 「法会の巻」と重ならない巻が多く収載されている。今回リストにあげていない芭蕉の脇起こし連句が多数みられるが、紹介・分析等は、またの機会に譲りたい。
４
　『松山市史』 （近世篇） 、 『愛媛県史』 （第四章近世）に、 『樗堂俳諧集』全体の翻刻がなされている。
５
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2016年 3 月金城学院大学論集　人文科学編　第12巻第 2 号
四三
　
帰る鴈恋しき方を鳴やらん
 
岳輅
　　
餘り肥たる麦畠をなぐ
ママ
 
青
　
間のかハりに渋き酒くみて
 
毛
　　
よそより早く燈をとほしけり
 
城
　
かり
く
と底きしるなり高瀬舟
 
鳳
　　
一かたまりに御講参 の
 
挙
　
薄雪に紅葉はさまる石の間
 
朗
　　
また宵な ら千鳥啼月
 
輅
　
我先に荷ふ若さの送り鯛
 
人
　　
遊女の駕の早き町中
 
毛
　
落る泪恋しき人
君
にふませたき
 
青
　　
鉦の緒切れてへつたりとこけ
 
鳳
　
稲妻の中より出たか時鳥
 
城
　　
まつ気色立膳所の涼風
 
朗
　
筆買に智月か供をはしらせて
 
挙
　　
草のやうなる松を曵也
 
人
　
明に大悟す一百由旬花のふる
 
輅
　　
濁りなくなる冴解の水
 
青
（注）
１
　『 ［月次俳諧］松』の安永三年の最後尾に、この五十韻と同じ連衆によ
る別案の一巡が示されているが、省略する（発句と脇のみ同案） 。
２
　
頭注の形で「鴨の事也」と記す。
３
　
句が張り紙で訂正された痕跡がうかがえる。
［付記］
本稿は科学研究費（基盤研究（
C）課題番号
: 24520245 ）および学術
研究振興資金による助成の成果の一部である。また、綿屋文庫「逸漁文庫俳諧資料集」所収の暁台一座 連句について翻刻（該当冊子の部分翻刻）をご許可くださった天理大学附属天理図書館に感謝申し上げます。
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